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以下は、令和 5 年 3 月文部科学省初等中等教育局財務課による「小学校高学年における教科担任制に関する事例集～小

学校教育の活性化に繋げるために～（令和 5 年 3 月）」という文書の一部である。 
 

小学校高学年における教科担任制（以下「教科担任制」という。）については、現在、全国の学校や教育委員会におい

て、各学校や地域の実情を踏まえつつ、様々な工夫を凝らしながら導入を進めていただいているところです。 

 文部科学省においては、中央教育審議会の答申（「令和の日本型学校教育」の構築を目指して ～全ての子供たちの可

能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（令和 3年 1月 26 日））（以下「令和 3年答申」という。）

において、令和 4年度を目途に教科担任制を本格的に導入する必要があるとされたことを受け、義務教育 9年間を見通

した教科担任制の在り方について、検討会議※を設置して議論を進め、令和 3 年 7月に報告をまとめました。 

 こうした検討の結果も踏まえ、文部科学省では、令和 4年度から、教科担任制の推進に必要な教職員の加配定数を措

置しており、4年程度をかけて段階的に取組を推進することとしています。 

（※義務教育 9年間を見通した指導体制の在り方等に関する検討会議） 

 
（問）小学校高学年における教科担任制導入のメリットとデメリットについて整理し、あなたの現任校で取り組む場合に必

要な工夫や配慮について 1200 字程度で述べなさい。 
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コ ー ス：学校改善マネジメントコース 
 

【出題の意図】 

設問でとりあげた事例集には、小学校高学年教科担任制のメリットとして、①授業

の質の向上、②小中学校間の円滑な接続、③多面的な児童理解、④教師の負担軽減な

どが挙げられている（p.3）。そして、「各学校や地域の実情に応じて①～④のいずれか

に特に注力して取組を進めたりするなど、学校全体として取組を進めていくことがで

きるよう、全ての教師が日常的な教育活動の中で趣旨・目的を咀嚼しやすくなるよう

配意し、工夫する必要」があると指摘している（p.4）。 

  また、デメリットとして、①学級担任が全教科を教えることで実施できていた教科

横断的なカリキュラム・マネジメントが行いにくくなること、②担当しない教科への

当事者意識や指導力が低くなる可能性があること等が指摘されている（pp.4-5）。 

このようなメリット・デメリットを勤務校の状況に当てはめて整理し、それを踏ま

えた上で、勤務校で実施する際の工夫について記述することが求められる。特に、勤

務校の状況を踏まえた利点や課題についての記述に基づいて、工夫が述べられている

かが重要となる。 
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